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水
不
足
を
め
ぐ
る
大
規
模
な
抗
議
行
動
も
発
生
し
、
一
部
の
抗
議
者
は
水

利
施
設
を
破
壊
す
る
な
ど
過
激
な
行
動
に
出
た
た
め
に
政
府
は
治
安
部
隊

を
派
遣
し
デ
モ
隊
の
鎮
圧
を
図
っ
た
。
特
に
農
民
た
ち
は
「
水
は
我
々
の

権
利
だ
」「
死
ん
で
も
水
を
取
り
戻
す
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

政
府
の
対
応
に
強
く
反
発
し
て
い
る
。
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
水
不
足
に
対

す
る
抗
議
行
動
は
他
の
地
域
に
も
波
及
し
、
南
西
部
の
フ
ー
ゼ
ス
タ
ー
ン

州
を
初
め
、
全
国
的
な
抗
議
行
動
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　

国
土
面
積
の
約
90
％
が
乾
燥
ま
た
は
半
乾
燥
地
域
を
有
す
る
イ
ラ
ン
、“
命
の
水
”
が
不
足
す

る
と
、
農
業
の
崩
壊
、
都
市
機
能
の
停
止
、
さ
ら
に
は
社
会
不
安
の
増
大
な
ど
想
像
に
難
く
な
い
。

欧
米
の
経
済
制
裁
の
中
、
イ
ラ
ン
政
府
の
今
後
の
水
管
理
政
策
に
国
際
社
会
が
注
目
し
て
い
る
。

１
．
イ
ラ
ン
に
お
け
る
全
国
的
な
地
下
水
位
の
低
下

　

イ
ラ
ン
は
人
口
増
加
の
加
速
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
に
よ
り
農
業
用
水
や
生
活
用
水
の
需
要

が
急
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
イ
ラ
ン
は
気
候
変
動
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
過
去
数
十
年
に

渡
り
年
間
平
均
降
雨
量
（
約
２
２
８
ミ
リ
）
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
当
然
地
下
水
の
涵
養
量
を
大

幅
に
減
少
さ
せ
て
い
る
。
特
に
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
降
水
量
ゼ
ロ
に
近
い
月
も
出
て
き
て
い
る
。

＊
参
考　

世
界
の
年
間
平
均
降
雨
量
約
８
０
０
ミ
リ
、
日
本
は
１
７
０
０
ミ
リ
の
降
雨
量
。

　

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
、
国
際
政
治
上
で
は
常
に
大
き
く
語
ら
れ
て
い
る
が
、
水
問
題
に

触
れ
て
い
る
記
事
は
少
な
い
。
現
在
イ
ラ
ン
は
全
国
的
に
水
不
足
、
特
に
地
下
水
位
の
低
下
が
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
イ
ラ
ン
中
部
の
古
都
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
（
居
住
人
口
約
２
０

０
万
人
）
は
水
不
足
で
都
市
機
能
が
失
わ
れ
、
都
市
そ
の
も
の
が
消
滅
の
危
機
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
が
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
を
訪
れ
た
２
０
１
５
年
に
も
水
不
足
が
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
水
源
で
あ
る
ザ
・
ヤ
ン
デ
川
の
水
は
流
れ
て
い
た
。
そ
の
後
干

ば
つ
が
加
速
度
的
に
進
み
、
今
や
年
に
10
日
間
ほ
ど
し
か
川
の
水
が
流
れ
な
い
状
態
が
続
き
農
業

が
大
打
撃
を
受
け
、
も
ち
ろ
ん
生
活
用
水
確
保
に
も
困
難
を
き
た
し
て
い
る
。
水
不
足
は
イ
ス
フ

ァ
ハ
ー
ン
市
民
の
間
で
深
刻
な
不
満
を
引
き
起
こ
し
、
２
０
２
５
年
３
月
末
か
ら
４
月
初
旬
に
は
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古
都
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
は
16
世
紀
に
活
躍
し
た
ア
ッ
パ
ー
ス
１
世
の
も
と
で
繁
栄
、
そ
の
理
由

は
ザ
・
ヤ
ン
デ
川
の
豊
富
な
水
量
に
あ
っ
た
。
都
市
計
画
で
は
豊
か
な
水
を
活
用
し
緑
と
豊
か
な

土
地
を
開
拓
し
、
ま
っ
た
く
新
し
い
街
づ
く
り
に
専
念
し
、
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
に
定
住
し
て
快
適

に
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
中
心
部
に
色
彩
豊
か
な
モ
ス
ク
や
宮
殿
を
建
立
し
た
。

　

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
は
、
そ
の
繁
栄
振
り
か
ら
「
世
界
の
半
分
」
と
か
「
イ
ラ
ン
の
真
珠
」
と
も
言

わ
れ
、
バ
ザ
ー
ル
（
商
業
市
場
）
に
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
易
場
と
し
て
世
界
中
か
ら
多
く
の
商
品

が
集
ま
り
、
さ
ら
に
ペ
ル
シ
ア
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
や
刺
繍
、
金
属
細
工
、
彩
画
陶

器
（
ク
バ
チ
焼
き
）
な
ど
が
陸
路
や
海
路
（
バ
ン
ダ
ル
や
ア
ッ
パ
ー
ス
港
）
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

に
多
数
送
り
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
繁
栄
は
豊
か
な
川
の
水
で
支
え
ら
れ
て
い
た
。

１
）
ザ
・
ヤ
ン
デ
川
の
水
資
源
は
ど
う
な
っ
た
か

　

ザ
・
ヤ
ン
デ
川
は
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
に
源
を
発
し
て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
を

通
り
、
最
後
は
季
節
に
よ
り
現
れ
る
ガ
ー
ヴ
フ
ー
ニ
ー
の
湿
地
（
湖
）
へ

至
る
河
川
流
路
４
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
河
で
あ
る
。
ザ
・
ヤ
ン
デ
川

の
名
前
の
由
来
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
命
を
与
え
る
川
」
で
あ
り
、
古
代
か

ら
豊
富
な
水
を
供
給
し
流
域
地
域
の
農
業
や
都
市
生
活
を
支
え
て
き
た
。

　

私
が
訪
問
し
た
ザ
・
ヤ
ン
デ
川
の
ス
・
オ
・
セ
橋
で
は
住
民
達
が
集
ま

り
水
の
流
れ
を
楽
し
ん
で
い
た
。
砂
漠
の
民
に
と
っ
て
水
辺
が
最
高
の
行

１
）
高
い
地
下
水
依
存
度

　

イ
ラ
ン
は
水
利
用
の
約
６
割
を
地
下
水
に
依
存
し
、
地
下
水
位
の
低
下
に
よ
り
地
域
に
よ

り
深
度
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
深
井
戸
か
ら
取
水
が
行
わ
れ
て
い
る
。
古
代
ペ
ル
シ
ア
時
代
か

ら
使
わ
れ
て
い
た
カ
ナ
ー
ト
（
山
岳
の
水
脈
か
ら
重
力
で
水
を
配
水
す
る
地
下
水
路
）
も
水

源
の
枯
渇
、
カ
ナ
ー
ト
の
補
修
の
不
備
で
水
路
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

２
）
過
剰
取
水
に
よ
る
枯
渇

　

イ
ラ
ン
国
内
の
多
く
の
地
下
水
区
が
既
に
「
限
界
状
態
、
ま
た
は
枯
渇
」
に
近
い
状
態
で
地

下
水
位
が
年
間
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
割
合
で
継
続
的
に
低
下
し
て
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
目
に
見
え
る
被
害
と
し
て
多
く
の
地
域
で
、
地
下
水
の
過
剰
汲
み
上
げ
に
よ

る
地
盤
沈
下
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。

３
）
農
業
へ
の
甚
大
な
影
響

　

水
需
要
の
90
％
は
農
業
用
水
が
占
め
て
い
る
。
イ
ラ
ン
の
農
業
は
依
然
と
し
て
蒸
発
量
が
多

い
地
表
灌
漑
が
多
く
、
地
下
水
の
過
剰
な
汲
み
上
げ
が
常
態
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
下
水
の

循
環
使
用
で
土
壌
成
分
に
よ
る
塩
害
を
引
き
起
こ
し
農
作
物
の
減
収
、
さ
ら
に
栽
培
不
可
能
な

農
地
も
増
加
し
て
い
る
。

２
．
古
都
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
水
資
源
の
現
状
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楽
地
で
あ
る
。

　

し
か
し
近
年
、
そ
の
河
川
水
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
や
地
下
水
の
過
剰

汲
み
上
げ
で
枯
渇
し
、
今
や
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
到
達
す
る
以
前
に
、
大

量
の
取
水
に
よ
り
川
の
流
れ
が
涸
れ
て
し
ま
う
現
象
が
頻
発
、
年
間
10
日

間
し
か
流
れ
な
い
年
も
、
も
ち
ろ
ん
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
下
流
側
は
完
全

に
干
上
が
っ
た
年
も
あ
っ
た
。

３
．
イ
ラ
ン
政
府
の
水
政
策
は

　

国
家
的
な
水
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
イ
ラ
ン
政
府
は
法
制
度
の
整
備
や
水
イ
ン
フ
ラ
開
発
・

整
備
、
農
業
改
革
な
ど
多
岐
に
渡
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

１
）
主
な
法
制
度
と
枠
組
み

　

・
水
資
源
分
配
法
（
１
９
８
３
年
制
定
）
水
資
源
の
使
用
許
可
と
配
分
管
理
の
許
可
制
度
の
導
入

　

・
国
家
水
資
源
管
理
戦
略
（
１
９
９
８
年
策
定
）
水
の
循
環
利
用
、
上
下
水
道
の
民
営
化
な
ど

　

・
水
資
源
管
理
公
社
（
Ｗ
Ｒ
Ｍ
Ｃ
）
の
設
立　

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
下
部
組
織
と
し
て
水
資
源
の

　
　

研
究
・
開
発
・
保
全
・
管
理
な
ど
持
続
可
能
な
水
資
源
の
利
用
を
目
指
す

２
）
水
資
源
確
保
の
重
点
分
野
の
取
り
組
み

　

・
海
水
や
潅
水
（
塩
分
濃
度
の
低
い
淡
水
）
の
淡
水
化
処
理

　

・
生
活
用
水
や
工
業
用
水
の
水
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

　

・
農
業
用
水
の
効
率
化
と
使
用
制
限

　

・
国
際
協
力
・
国
際
援
助
に
よ
る
湿
地
の
管
理
と
気
候
変
動
対
策

４
．
イ
ラ
ン
の
水
政
策
へ
日
本
の
貢
献　
　
　

　

日
本
は
２
０
１
４
年
以
来
、
オ
ル
ミ
エ
湖
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
毎
年
１
０
０
万
米
ド
ル
を

供
与
し
、
水
位
の
改
善
や
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
を
支
援
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
オ
ル
ミ
エ

湖
の
水
位
が
改
善
し
持
続
可
能
な
農
業
に
繋
が
っ
た
。
さ
ら
に
イ
ラ
ン
政
府
は
１
３
０
の
水
供
給

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お
り
、
特
に
水
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
や
再
生
水
の
活
用
に
日
本
の
技
術
支

援
が
待
た
れ
て
い
る
。

さ
い
ご
に

　

イ
ラ
ン
と
日
本
は
昔
か
ら
付
き
合
い
が
古
い
。
現
在
、
日
本
政
府
は
欧
米
の
経
済
制
裁
に
鑑
み
、

支
援
が
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
る
が
、
積
極
的
に
イ
ラ
ン
の
水
問
題
を
解
決
す
る
資
金
援
助
や
技

術
支
援
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
イ
ラ
ン
人
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
欧
米
の
石
油
制
裁
で
経
済

危
機
に
陥
っ
た
時
、
イ
ラ
ン
の
国
難
を
救
っ
て
く
れ
た
「
日
章
丸
・
出
光
興
産
」
の
勇
気
あ
る
行

動
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
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